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1 .平成8年度の主な動き

府立図書館は、府域における中核的図書館として、府民の生涯学習を援助するとともに、市

町村立図書館等への支援の役割をもっ広域図書館として、府内市町村と協力しながら公共図書

館事業を進めている。平成8年度の本館の開館日数は、 281日である。

(蔵書数)

本年度中の資料収集については、寄贈図書4，616冊を含め18，707冊を受け入れ、蔵書冊数

は478，574冊となった。 く9頁参照〉

(図書館協力貸出)

市町村図書館等からのリクエストによる当館からの貸出冊数は15，546冊となったo この事

業はすでに定着している。 く5頁参照〉

(図書館資料広域貸出事業)

府内全域における図書館活動の振興をめざして、図書館未設置町村での図書館資料の利用

を図るため、町村設置の読書施設へ大量に図書を貸出す事業を平成元年度から実施している。

本年度は事業既実施の 9町村に補充貸出を行なった。

平成8年度末現在では22町村に114，500冊の図書を貸出している。 く4頁参照〉

(連絡協力車の運行)

平成7年8月から北部 2コース (17市町)についても月 2回に運行を拡充した。これによ

り府内44全ての市町村へ月 2回運行することになった。

図書館相互貸借等の図書約50，000冊を搬送するとともに読書施設への助言やその他運営相

談に応じた。

「連絡協力車だより」を毎月発行し、市町村との連携を一層強めた。 く8頁参照〉

(障害者サービス)

視覚障害のある人々の図書館利用を図るため、資料の対面朗読サービスを行なっている。

本年度は延べ58人の利用があった。
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資料及び矛リ用の状況(平成8年度)

本 館 417，750冊

図 書 18，707冊 中京分館 33，092冊

収集資料 蔵書冊数 地方分館 峰山14，373冊宮津13，359冊
逐次刊行物 2，755タイトル

計 478，574冊

個
本館 39，776人(うち児童8，883人) 94，609冊(うち児童23，465冊)

中京分館 17，708人 42，810冊
人 峰山地方分館 2，347人(うち児童1，042人) 7，460冊(うち児童 4，145冊)

貸 宮津地方分館 1，042人(うち児童 592人) 5，163冊(うち児童 3，169冊)

出
計 60，873人(うち児童10，517人)150，042冊(うち児童30，779冊)

市 図書館資料広域貸出 22町村 114，500冊(うち継続110，∞o冊)

町 貸出文庫 22市町村 38，702冊

村
協力貸出 44市町村 55館(室)14，194冊

貸出状況 特別貸出 5市町 683冊
貸

出 計 168，079冊

そ 府内学校図書館等への協力貸出 23施設 1，225冊
の 他府県図書館等への協力貸出 27施設 127冊
他
の 地方分館からの団体貸出 延べ27件 1，465冊

貸 特別貸出 3件 17冊
出

計 2，834冊

総貸出冊数 320，955冊

府内市町村図書館(室)から 2，108件

調査相談(本館) その他の図書館等から 522件 計 5，761件

個人等から 3，131件 (一日平均 20.5件)

複写利用(本館) 3，908人
32，516枚

( 1日平均 116枚)

本館入館者数
73，329人 ( 1日平均 261人)

(開館日数281日)
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2. 利用状況

(1)個人貸出

瓦トミ全 登録者数 貸出者数 貸出冊数

本 館
6，774人 39，776人 94，609冊

(うち児童 592) (うち児童 8，883) (うち児童 23，465) 

中京分 館 1，300 17，708 42，810 

峰山地方分館
419 2，347 7，460 

(うち児童 185) (うち児童 1，042) (うち児童 4，145) 

宮津地方分館
96 1，042 5，163 

(うち児童 44) (うち児童 592) (うち児童 3，169) 

計
8，589 60，873 150，042 

(うち児童 821) (うち児童 10，517) (うち児童 30，779) 

(2)個人貸出登録

言ト《全 一 般 学生・生徒 児 童 メ口L 計

本 館
人 人 人 人

2，945 3，237 592 6，774 

中 思 分館 1，059 241 1，300 

峰山地方分館 173 61 185 419 

宮津地方分 館 29 23 44 96 

計 4，206 3，562 821 8，589 

(3)一日平均個人貸出

瓦ト~ 開館日数 一日平均貸出者数 一日平均貸出冊数

本 館
日 人 冊

281 142 337 

中 京 分館 281 63 152 

峰山地方分 館 208 11 36 

宮津地方分 館 184 6 28 

-3-



(4)地方分館団体貸出

指玄¥~之主 貸 出 件 数 貸 出 冊 数

250冊
峰山地 方分館 延 1件 (うち児童 177) 

延 26
1，215 

宮津地 方分館 (うち児童 875) 

延 27
1，465 

計 (うち児童 1，052) 

(5) r図書館資料広域貸出事業」による大量貸出
(単位:冊)

継 続
補充分

継 続
補充分

貸出分 貸出分

和 東 町 5，000 久 美 浜 町 6，000 

瑞 穂 町 5，000 笠 置 町 4，500 500 

一 和 町 5，000 夜 久 野 町 4，500 500 

山 裁 町 5，000 力日 悦 町 4，500 500 

京 ゴヒ 町 5，000 岩 滝 町 4，500 500 

丹 波 町 5，000 丹 後 町 4，500 500 

日 =Eb 3 町 5，000 弥 栄 町 4，500 500 

南 山 誠 村 5，000 大 山 崎 町 5，000 500 

伊 根 町 5，000 ノ¥ 木 町 5，000 500 

野 田 JII 町 6，000 和 知 町 4，000 500 

大 宮 町 6，000 計 110，000 4，500 

網 野 町 6，000 計 114，500冊

元年度からの新規事業として実施したもので、図書館未設置町村に一定要件が充たされれば図書を

一括大量に貸出すとともに、次年度から4年聞は補充貸出も行うもので、図書館活動の振興を図るた

め実施している。

(6) r貸出文庫事業」による大量貸出

市 町 村 名 貸出 冊数 市 町 村 名 貸出冊数

大 山 崎 町 400 冊 福 知 山 市 1，071 冊

井 手 町 5，000 舞 鶴 市 1，050 
山 裁 町 1，800 夜 久 野 町 299 

和 東 町 2，000 一 和 町 1，025 

南 山 城 村 3，199 宮 津 市 8 

宇 治 田 原 町 5，010 伊 根 町 1，500 

笠 置 町 200 網 野 町 420 

京 ゴt: 町 800 峰 山 町 2，863 

美 山 町 5，841 弥 栄 町 148 

ノ1、 木 町 1，345 大 宮 町 3，179 

瑞 穂 町 544 久 美 浜 町 1，000 
合 計 (3市18町 1村〉 38，702 
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(7)図書館間相互貸借

最近の府内市町村立図書館・読書施設等の整備充実と住民の資料要求の高まりにより、府

立図書館へ資料の援助が求められている。昭和58年6月から図書館相互貸借を本格化し、定

着している。

① 他館への協力貸出

館 数 冊 数

市町村立図書館等への貸出
本館から 13，246 

※ 
55 

中京分館から 948 

本館から 19校 1，215 
府内学校図書館等へ貸出 23 

中京分館から 4校 10 

本館から 25館 125 

他府県図書館等へ貸出 27 
中京分館から 2館 2 

計 105 15，546 

目。 年 度 94 12，849 

②特別 貸出 宮津市立図書館他 15件 700冊

③借受提供

件 数 冊 数 備 考

府内市町図書館等から 99 118 

国 立国 会図書館から 9 14 

他府県図書館等から 112 151 

計 220 283 

目日 年 度 224 313 
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※ 市町村立図書館等への協力貸出の内訳(本館分のみ)

市 町村 名 貸出冊数 市 町 村 名 貸出冊数

向 日 市 258 日 =Eと3 町 284 

長 岡 思 市 204 瑞 穂 町 908 

大 山 崎 町 319 和 知 町 239 

宇 治 市 380 綾 部 市 633 

城 陽 市 462 福 知 山 市 57 

八 幡 市 323 舞 鶴 市 705 

久 御 山 町 129 一 和 町 301 一

田 辺 町 186 夜 久 野 町 89 

井 手 町 49 大 江 町 6 

宇 治 田 原 町 137 r凸品， 津 市 559 

山 城 町 446 カ日 悦 町 124 

木 津 町 375 岩 滝 町 109 

力日 茂 町 1，239 伊 根 町 69 

笠 置 町 95 野 田 )11 町 186 

和 東 町 289 峰 山 町 242 

精 華 町 1，231 大 r邑ι. 町 316 

南 山 城 村 157 網 野 町 220 

思 ゴヒ 町 199 丹 後 町 165 

美 山 町 86 弥 栄 町 47 

亀 岡 市 475 久 美 浜 町 164 

園 部 町 50 尽 都 市 341 

八 木 町 53 計 44市町村 13，246冊

丹 波 町 340 前年度 44市町村 11，849冊
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(8)読書相談(レファレ Yス)

本館での読書相談は利用者の質問内容も幅広く、府内市町村立図書館・読書施設からの相

談が多くを占めているが、 8年度は他府県の図書館や府立高等学校の相談が増加しているo

平成8年度の相談件数は次のとおりである。

出〈
来館者相談

電 話 文 書 計 前年度

資料調査 利用案内

読書相談件数 676 
762 

4，292 
31 5，761 4( ，688 

(うち庇童寄 (171) (554) (725) 612) 

1 日平均 5.1 15.3 0.1 20.5 23.8 

(9)複 写 利用

利用人員 複写枚数
1 日平 均 1 日平均
利用人員 複写枚数

3，908人 32，516枚 14人 116枚

前年度 2，978人 25，301枚 15人 128枚

(10)他の図書館等の資料複写サーピスの利用

件 数 占 数 備 考

国会図書館 か ら 15 28 

他府県図書館等から 5 5 

計 20 33 

目U 年 度 10 24 

(11)障害者の利用

視覚障害のある人々の図書館利用を図るため、朗読者の協力による対面朗読を実施した。

利用者 延 58人

(12)連絡協力車の運行

府内の各図書館等との資料の相互貸借、情報交換、技術指導・助言、資料の収集等を行な

うため、次のとおり 6コースに分け44市町村の図書館・読書施設へ運行している。平成8年

度は各コース月 2回運行し、合計140回の運行を実施した。
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(ア) コース

Aコース:府立図書館一亀岡市立図書館一八木町立郷土資料館図書室ー園部町立園部図

書館一日吉町ふるさと文庫ー和知町立ふれあいセ γター図書室ー丹波町中央

公民館図書室一瑞穂町教育委員会一府立図書館

Bコース:府立図書館一八幡市立八幡市民図書館一田辺町立中央図書館ー精華町立図書

館一木津町中央図書館ー加茂町立図書館ー和束町体験交流セ γター図書室-

笠置町中央公民館図書室ー南山城村図書室ー府立図書館

Cコース:府立図書館一宇治市中央図書館一宇治田原町立図書館一井手町図書館一山城

町図書室一城陽市立図書館一久御山町立図書館一大山崎町中央公民館図書室

一長岡京市立図書館一向日市立図書館一府立図書館

Dコース:府立図書館一府立総合資料館一京北町文化セγター図書室一美山町立図書館

-京都市中央図書館一府立図書館

Eコース:府立図書館ー綾部市図書館ー福知山市立図書館一夜久野町教育文化会館図書

室一大江町図書館一舞鶴市立図書館(東・西)一宮津市立図書館ー府立図書

館宮津地方分館ー岩滝町中央公民館図書室ー伊根町教育委員会一府立図書館

Fコース:府立図書館ー加悦町中央公民館図書室一野田川町中央公民館図書室一大宮町

中央公民館図書室一峰山町立図書館ー府立図書館峰山地方分館一弥栄町中央

公民館図書室ー丹後町中央公民館図書室ー網野町生涯学習セ γター図書室一

久美浜町教育委員会図書室一三和町図書室ー府立図書館

(イ) 搬送の内訳

相互 貸借図書 40，696冊(市町村への搬入14，438冊市町村からの搬出16，103冊

市町村相互10，155冊)

広域貸出事業図書 5，350冊

寄贈図書等 3，909冊

(13)その他

。「連絡協力車だよりNo.52---ぬ.63Jを刊行した。
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3. 図書館資料

平成8年度における図書館資料は次のとおりである。

( 1 ) 図 書

。蔵書冊数

民:
平8.4.1 内 訳

館 内
平9.3.31

現在 受入冊数 払 出 現在l

蔵書数 購入 寄贈 その他
移 動

蔵書数|

本 閲覧課 220，437 10，001 5，758 3，956 287 。3，421 227，017 

館 振 興 課 188，279 6，180 6，141 39 。 。3，726 190，733 

中京分館 31，935 1，492 867 621 4 O 335 33，092 

峰山地方分館 13，801 572 572 。 。 。 。14，373 

宮津地方分館 12，897 462 462 。 。 。 。13，359 

計 467，349 18，707 13，800 4，616 291 。7，482 478，574 

O 障害者用資料(上記蔵書数に含む)

ーや之ご ~ι z 入 数 平 9.3.31現在

テープ図書
51点 751点

89巻) (1，737巻)

大 活 字 本 92冊 1，056冊

点 字 図 書
6タイトル 134タイトノレ

15冊) 694冊 )
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ド品。

分 類 }JU 

よそ
本 館

中京分館
閲覧課百分比 振興課 百分比

冊 % 冊 % 冊。総 記 8，587 3.8 1，039 0.5 1，356 

1 哲学・宗教 9，205 4.0 2，146 1.1 1，220 

2 歴史・地誌 19，204 8.5 6，373 3.3 2，621 

3 社会 科学 35，474 15.6 7，303 3.8 4，107 

4 自然科学 11，900 5.2 4，277 2.3 1，527 

5 工 業 10，796 4.7 10，257 5.4 1，577 

6 産 業 6，552 2.9 2，631 1.4 604 

7 昔ztzz 術 15，088 6.6 6，146 3.2 2，017 

8 語 学 2，946 1.3 1，045 0.6 449 

9 文 学 42，417 18.7 47，809 25.1 17，614 

計 161，989 71.3 89，026 46.7 33，092 

児 童 書 37，158 16.4 101，707 53.3 一

文 庫 整理 2，879 1.3 

!日 分 類 8，440 3.7 

そ の 他 16，551 7.3 

ぷロ‘ 計 227，017 100.0 190，73グ 100.0 33，092 

※振興課図書のうちに図書館資料広域貸出事業図書114，500冊を含む。

冊 数
(平 9. 3 .31現在)

峰山地方 宮津地方
百分比

分館
百分比

分館
百分比 lロh 計 百分比

% 冊 % 冊 % 冊 % 
4.1 108 0.8 145 1.1 11，235 2.3 

3.7 208 1.4 120 0.9 12，719 2.7 

7.9 399 2.8 384 2.9 28，981 6.0 

12.4 893 6.2 555 4.2 48，332 10.1 

4.6 277 1.9 350 2.6 18，331 3.8 

4.8 403 2.8 858 6.4 23，891 5.0 

1.8 139 1.0 178 1.3 10，104 2.1 

6.1 428 3.0 453 3.4 24，132 5.0 

1.4 58 0.4 40 0.3 4，538 1.0 

53.2 4，244 29.5 3，050 22.8 115，134 24.0 

100.0 7，157 49.8 6，133 45.9 297，397 62.1 

一 7，216 50.2 7，226 54.1 153，307 32.0 

2，879 0.6 

8，440 1.8 

16，551 3.5 

100.0 14，373 100.0 13，359 100.0 478，574 100.0 



(2)逐次刊行物

O 平成8年度購入タイトル数

孟ト¥竺 新 聞
雑 誌 計

(官報)

本 館 11 
136 

147 
(うち点字3)

中 思 分 館 6 35 41 

宮津地方分館 1 2 3 

峰山地方分館 1 1 2 

O 寄贈タイトル数(本館)

分 類 区 分 タイトル数

図 書 館 関 係 63 

学校 紀 要 関 係 439 

一般雑誌・その他 2，060 

計 2，562 

4 .図書館の行事

「おはなし会」の実施。 年12回参加者延 203人
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5 .沿革

明治31年(1898)4月 府立京都図書館御苑内創立

館長三宅五郎三郎就任

グ 6月 業務開始

33年(1900) 夜間開館開始

館長 原田千之助異動、中道貫一館長就任

36年(1903)10月 巡回図書館(貸出文庫)制度開始

37年(1904)3月 湯浅吉郎館長就任

38年(1905)4月 児童室開設

39年(1906)6月 館外貸与規則制定告示

か 11月 新館起工式

42年(1909)2月新館竣工

グ 3月 京都府立京都図書館規則告示

グ 4月 新館開館

大正 5年(1916)5月 湯浅吉郎館長退職

グ 10月 北畠貞顕館長就任

8年(1919)1月 本館図書分類目録編纂に着手

11年(1922)4月 貸出文庫を増設

14年(1925)3月 児童室閉鎖

昭和 3年(1928)3月 帯出規程告示

グ 4月 個人貸出実施

グ 6月 和漢図書分類目録分類表12冊作製

9年(1934)10月 京都府中央図書館に指定

15年(1940)11月 北畠貞顕館長退職 内藤乾吉館長就任

16年(1941)5月 児童室復活開室

22年(1947)7月 内藤乾吉館長退職西村精一館長就任

グ 8月 館外貸出廃止

23年(1948)4月 児童室を元貴賓室に移転

11 9月 読書ルーム開設(河原町丸善京都庖地下)

24年(1949)4月 読書相談開始

グ 6月 河原町分館開館(河原町丸善京都庖地下)

25年(1950)2月 伏見分館開館(伏見信用金庫2階)
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昭和25年(1950)3月 巡回図書館(貸出文庫)廃止

か 6月 宮津地方分館開館(宮津町役場内)

グ 7月 綾部地方分館(綾部市立図書館内)及び

峰山地方分館(丹後地方教育局内)開館

グ 8月 学生自由閲覧室新設

グ 11月 京都府立図書館設置条例公布(条例第62号)

26年(1951)4月 上京分館開館(北区紫郊会館内)

グ 9月 本館大閲覧室屋根修理着工休館

か 10月 本館蔵書一部知恩院倉庫に別置

グ 11月 本館大閲覧室安全開架式を実施

か 12月 本館新体制で開館

27年(1952)6月 本館読書相談係設置

グ 7月 園部地方分館(園部町立図書館内)

北桑田地方分館(京北町下中)及び

木津地方分館(旧役場内)開館

28年(1953)4月 宮津地方分館移転(宮津市立図書館内)

本館月曜日休館を実施

29年(1954)2月 伏見分館新築工事着工

グ 7月 木津地方分館移転(木津小学校内)

伏見分館庁舎竣工移転

グ 9月 京都府立図書館「善本目録」作製

30年(1955)6月 峰山地方分館移転(丹波公民館内)

グ 9月 青年学級文庫実施

31年(1956)5月 上京分館移転(桜谷文庫内)

グ 9月 河原町分館閉館

32年(1957)6月 中京分館(河原町分館改称)開館(烏丸庁舎内)

グ 10月 宮津地方分館移転(労働セツルメ γ ト内)

35年(1960)10月 中京分館館外貸出実施

37年(1962)9月 峰山地方分館移転(丹波小学校内)

38年(1963)3月 本館読書相談係・学生自由閲覧室・貸出文庫閉鎖

蔵書の一部を府立総合資料館へ移管

グ 5月 木津地方分館移転(町民セ γター内)

グ 7月 綾部地方分館移転(市民セッター内)
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昭和38年(1963)10月 西村精一館長転出(京都府立総合資料館長へ)

相馬利雄館長就任

1/ 11月 本館 日曜・土曜午後・夜間を休館

グ 12月 児童室土・日曜休室

39年(1964)1月 本館外装改修工事

グ 5月 本館夜間・土曜午後再開 (9時まで) 貸出室設置

児童室館外貸出実施土曜日開室

宮津地方分館移転(宮津市立図書館内)

伏見分館館外貸出実施

。 7月 市内分館 日曜日休館を実施

40年(1965)1月 中京分館仮移転(京一商同窓会館)

グ 7月 児童室に母親文庫設置

1/ 9月 府教育委員会基本規則一部改正

教育庁係等設置規程一部改正により図書館に課制実施

グ 11月 中京分館移転(京都府中京庁舎内)

41年(1966)9月 綾部地方分館閉館

1/ 11月 園部地方分館閉館

自動車文庫命名式(蟻川知事「あゆみ号Jと命名)移動図書館事業開始

42年(1967)7月 本館修繕工事

1/ 9月 貸出室移転再開

44年(1969)12月 本館夜間閉館時開 (7時)に変更

45年(1970)8月 相馬利雄館長退職、荒尾利就館長事務取扱就任・転出

岩崎彰之助館長就任

46年(1971)8月 宮津地方分館新宮津市立図書館内に移転

本館貸出室の図書を閲覧室に統合第2閲覧室開室貸出方式をプラウ

γ方式に切替

47年(1972)4月 岩崎彰之助館長転出吉川博明館長就任

グ 11月 自動車文庫「あゆみ号」の更新

48年(1973)4月 上京分館館外貸出実施

グ 6月 吉川博明館長転出庄林二三雄館長就任

49年(1974)4月 庄林二三雄館長退職宮本英男館長就任

50年(1975)3月 木津地方分館閉館

身体障害者用 便所・スロープ新設

宮本英男館長退職

a
a
z
 

噌
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昭和50年(1975)4月 布村忠雄館長就任

11 5月 本館(閲覧室・中央カウ γター・新聞雑誌室開設)内装工事

本館閲覧室を完全開架式に切替

51年(1976)4月 本館閲覧用目録作成に着手

1/ 5月 上京分館閉館 (51.5.8)

1/ 6月 京都府図書館等連絡協議会発足、府立図書館に事務局を置く

グ 7月 児童室改修工事

53年(1978)3月 本館改修工事(外装・屋根葺替・玄関・防災設備)

本館閲覧用目録整備完了

54年(1979)3月 本館書庫の改修工事

1/ 4月 国会図書館からの図書貸出制度発足

本館自習室を閉鎖

1/ 7月 本館・伏見分館の冷暖房工事完了

グ 8月 北桑田地方分館仮移転(京北農業協同組合弓削支所内)

1/ 11月 自動車文庫「あゆみ号」の更新

「専門情報機関要覧」刊行

55年(1980)3月 北桑田地方分館閉館 (55.3.31)

グ 4月 布村忠雄館長転出長谷川啓司館長就任

峰山地方分館移転(峰山町中央公民館内)

56年(1981)4月 長谷川啓司館長転出浜辺一彦館長就任

グ 9月 移動図書館用電動集密書架設置

グ 12月 伏見分館改修工事

57年(1982)4月 伏見分館宿日直を廃止し警備会社に委託

1/ 7月 障害者サーピス(対面朗読)実施

58年(1983)2月 生涯教育推進事業として読書推進講座実施

1/ 3月 「京都府の公共図書館」刊行

伏見分館 ブックポスト設置

1/ 6月 図書館協力貸出本格実施

グ 7月 新着図書案内発行

59年(1984)12月 連絡協力車試験的運行開始 (2コース)

60年(1985)7月 国立国会図書館とのオγライシ利用実験実施

61年(1986)8月 京都府教育委員会教育長から「生涯学習社会を展望する京都府の図書館

のあり方」を京都府社会教育委員会議へ諮問
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昭和61年(1986)12月 昭和61年度全国公共図書館参考事務研究集会開催

12月4日'""'5日 会場京都堀川会館

62年(1987)10月 国立国会図書館とオγライ γ実施

伏見分館サービス終了 (62.10.31)伏見分館閉館 (63.3.31)

63年(1988)3月 「京都府の公共図書館 1987年版」刊行

平成元年(1989)7月 浜辺一彦館長死去、上田将館長就任(本庁指導部長兼任)

か 9月 上田将館長退任、林芳男館長就任

グ 10月 図書館資料広域貸出事業開始

グ グ 「京都府公共図書館等所蔵雑誌・新閣総合目録」京都府図書館等連絡

協議会と共同刊行

2年(1990)3月 京都華頂ライオネスクラプから公用車(ステーショ γワゴγ)の寄贈

グ グ 「点字・録音図書目録(点字版)J刊行

グ 4月 連絡協力車事業本格実施

汐 6月 機構改革により本館は4課組織に

グ 12月 移動図書館事業終了

3年(1991)3月 本館模様替内装工事(受付カウ γター・新聞雑誌室・休憩室・ロッカー

室・点字コーナー配置換)

グ 4月 ロッカーを自主管理方式に

グ 6月 マイクロリーダプリシターのサービス開始

グ 8月 「連絡協力車だより」発刊

4年(1992)4月 林芳男館長退任、柴田賓館長就任

グ 9月 毎月第2土曜日 児童室午前9時半から開室開始

5年(1993)3月 「京都府の公共図書館 1992年版」刊行ー

6年(1994)3月 「京都府公共図書館等所蔵雑誌・新聞総合目録」京都府図書館等連絡

協議会、京都府立総合資料館と共同刊行

グ 5月柴田賓館長退任

グ 6月 高木多喜男館長就任

7年(1995)2月 阪神・淡路大震災(1月17日)による本館一部被害の補修・補強工事実

施

グ 5月 本館老朽化による安全対策のため館内模様替え(事務室の 1階への移動

等)実施。 5月1日から 2ヵ月間臨時休館 (7月3日再開館)

グ 8月 連絡協力車北部コース月 2固に運行を拡充。これにより府内全ての市町

村へ月 2回運行となる
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グ 9月 一般図書室の天井一部損傷による補修工事実施。 9月18日から臨時休館

(10月16日再開館)

か 12月 京都府社会教育委員会議が、京都府教育委員会教育長に「生涯学習社会

を展望する京都府の図書館の在り方について(提言)Jを提出する

8年(1996)3月 平成8年度当初予算に府立図書館整備費を計上

グ グ 高木多喜男館長退任

グ 4月 五十嵐一郎館長就任

か 9月 新府立図書館建設基本計画の概要を発表

グ グ 9月補正予算に文化財的観点から壁面(東側前面)を保存しながら、新

築整備するための基本設計費、現存建物記録調査費及び壁面保存の構造

診断調査費等として65，000千円を計上

9年(1997)3月 平成9年度当初予算として実施設計費、補強設計費、補強工事費、情報

ネットワークシステム詳細設計費、蔵書データ電算入力費、埋文調査費、

解体設計費・解体工事費等645，000千円を計上

グ グ 宮津・峰山地方分館の閉館 (9.3.31)

グ 4月 新館整備のため本館を休館 (9.4.1"-')
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6 .経費

平成8年度における経費は、次のとおりである。

科目 事 項 金 額 比 率 備 考

人 件 費 320，132 千円 84.59"% 

図 図書館資料費 24，867 6.57 

書 図 書 22，957 6.07 
o広域貸出事業図書費

5，099千円

館 定期刊行物 1，910 0.50 

費 その他経費 33，288 8.79 

計 378，287 99.95 

その他経費 181 0.05 

iロL 計 378，468 100.00 

館 別図書館資料費内訳

区 分 図 書 費 定期刊行物費 計

15，232 千円 千円 千円

本 館
(マイクロ却2千円を含む)

1，355 16，587 

中 京 分 館 1，226 473 1，699 

地 方 分 館 等 1，400 82 1，482 

広域振興事業 5，099 一 5，099 

計 22，957 1，910 28，867 
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7 .組 織

館長以下事務職員29名、技術職員 2名、計31名(司書有資格者18名)である。組織を図示す

ると次のとおりである。(注 c)内は司書有資格者数)

8 .施設の概要 (平9.4 . 1現在)

館 名 施 設 の 概 要

敷 地 3，740.26rrf 

本 館 建築面積 1 ， 273. 60 rrf 

(明治31年) 延建物 2，655.70 rrf 
4月開設

構 1、aEュ 木造レ γガ造 3階建

建築年 明治42年

専有面積 158.00 rrf 

中 京 分 館 構 z、tgk 
鉄筋コ γ クリート造
(府中京庁舎 2階)

(昭和24年) 建築年 昭和40年
6月開設

庁舎の
京 都 府

所 有
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9 .利用案内(平9.4.1現在)

(1)所在地一覧

館名

本 館

中京分館

住 所

干606 京都市左京区岡崎成勝寺町9

干 604 京都市中京区富小路ニ条上ル

電 話

771-0069(代)

2 1 1 -5 7 2 8 

注)本館は9月中旬より仮施設(下京区西七条八幡町31)へ移転

(2)開館時間

館名

中京 分館

開館日

月 土
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12:00 18:00 
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